
春の火災予防運動が、 4月 1 日から30日までの 1 カ、 

月間おこなわれます二 

春は空気が乾燥し、そのうえ強い風がふき、火災が

もっとも発生しやすい季節です0 この時期には、毎年

多くの火災が発生し、貴重な財産に被害をうけ、とき

には尊い人命までもうばわれることもあります。お互

いに外出するとき、夜ねるときは、火の元に十分注意

してください。 

このたびは、特につぎのことに重点をおいています

①たばこによる火災の防止 

映画舘や市民文化会館など、公衆の出入するところ

では、喫煙指定の場所以外で、たばこをのまないよう

にしましよう。また、道路を歩行中に、たばこをのま

ないようにしましよう0 
②子供の火遊びの防止 

市内 5か年間の火災原因別では、子供の火遊びが、 

首位を占めております0 お互いにお子さ．んに注意して

火遊びをさせないようにしましよう。 

③焼死傷者事故の防止 

市内の火災で、 10か年間に死者10人、傷者66人をだ

しており、ことしに入っても、すでP 2 人の尊い人命

がうばわれています．お互いが避難口を作ったり、避

難器具（はしど等）を用意して、万一に備えてくださ 

春の火災予防運動 

4月 1日～30日 
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。
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と
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激
励
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こ
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、
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五
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懸
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り
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。
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り
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職
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に
旅
立
つ
て
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た
。
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催
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熱
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〇
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（それぞれの職場に旅立つ若人） 

（集まったあすの農業のにない手 
円内・・・がんばります。 と語る成田君） 



小児マヒ生ワクチン投与 

昭和40年度（今回限り）の小児マ青予防生ワクチ／を、行ないま

すから、該当の赤ちゃんは、服用させてください。 

◇該当の赤ちゃん 

①昭和39年 3 月 1 日から昭和39年 7 月31日までに生れた赤ちゃん 

(1回うけてください） 

②昭和39年 8 月 1 日から昭和39年12月31日までに生れた赤ちゃん 

(2回うけてください） 

③昭和40年 1 月 1 日から昭和如年1月31日までに生れた赤ちゃん 

(1回だけうけてください） 

④まだうけていない赤ちゃん 

◇期日と時間 

地 区 名 	場 所 	1 回目 2 回目 	時 間 

	

慧畿耕中央公民館 4月 5日 5月17日 	1時～ 3時 
町含む） 

長 	橋 長橋診療所 4月 6日 5月侶日 	10時30分---12時 

栄 	栄 支 所 4月 I日 5月円日 	1時～ 3時 

七 	和 羽野木沢小 4月 8日 5月20日 	10時～12時 

松 	島 松島 支所 4月 9日 5月21日 	1時-3時 

	

毘沙門．長 富 毘沙門 小 4月12日 5月24日 	1時～ 2時 

中 	川 中川診療所 4月13日 5月25日 	1時～ 3時 

飯 	詰 飯詰 支所 4月14日 5月26日 	1時～ 3時 

三 	好 三好診療所 4月15日 5月27日 	10時～12時 

梅 	沢 梅沢 支所 4月15日 5月27日 	1時～ 2時 

以上の地区で都 

	

合で受けなかっ 中央公民館 4月16日 5月28日 	1時～ 3時 
たもの 

※ご都合のよい場所でうけても結構です 

◇料金は 1 回につき和円です（ただし、市民税が均等割だけの納 

1付者、非課税者、生活保護の世帯の赤ちゃんは無料です） 

◇母子手帳は、かならずご持参ください 
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